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就学援助制度の見直し（基準緩和と援助費目の拡充）について

今年度の学校評価です

　井川町では、これまで子どもたちが等しく学校生活を送ることがで
きるよう、経済的な理由でお困りの方に対して費用の一部を援助する
「就学援助」を実施してまいりましたが、この度、この制度をより利
用していただけるよう、基準や援助費目の見直しを行いました。 
　今月の町議会で承認されれば、来月より新たな制度のもとで義務教
育学校の保護者を対象に募集を開始する予定です。 
　町民の皆さまのご理解をお願いいたします。

援助を受けられる目安

援助を受けられる内容

人数 構成の例（今年4月1日の満年齢）
年間合計所得
上限額

2人 保護者30歳・子7歳 241万円

3人 父35歳・母35歳・子9歳 277万円

4人 父35歳・母35歳・子10歳・14歳 316万円

5人 父35歳・母35歳・子11歳・8歳・4歳 335万円

　これまで支給していた費目 
学用品費（前期11,630円　後期22,730円） 
新入学児童生徒学用品費 
　　　　（前期54,060円　後期60,000円） 
学校給食費（前期27,000円　後期33,000円） 
修学旅行費（前期22,690円　後期60,910円） 
　新たに追加した費目 
校外活動費（前期3,690円　後期6,210円） 
卒業アルバム代（後期8,800円） 
PTA会費（前期3,450円　後期4,260円）

対象者

　4月から井川義務教育学校に在籍する児童
生徒及び区域外就学で他市町村の小中学校
へ就学している児童生徒の保護者で 
1 生活保護を受けている方 
2 経済的にお困りの方（左下の目安参照） 
3 失業その他特別な事情のある方 
のいずれかの要件を満たしていると認めら
れた方です。

　今年度最後の学校応援協議会が2月21日に開催され、学
校の1年間の取り組みについて、委員の皆さんから評価をい
ただきました。

※子どもと生計を一にする世帯全員の所得などの合計額で審査
します。なお上限額については、人数や年齢、家賃の有無など
で異なります。

2月のスナップ

　2月5日、公民館で町厄祓い還暦
祭が行われ、県内在住者を中心に
40名が参加しました。

目標 評価（ABC）

考え判断し表現する授業づくり B

自己有用感の向上 B

思いやりの心 A

地域や保護者から信頼される学校 A

小中一貫教育の充実 A

※ R4度基準額
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教育委員会関係3月の予定

  日  曜 内　　　　　容

  8日  火 公立高校一般選抜

10日  木 義務教育学校卒業式

16日  水 公立高校一般選抜合格発表

28日  月 3月定例教育委員会

3月定例会（3/28 13：30 農村環境改善センター）の傍聴を希望する方は事務局（874ー4424）までご
連絡ください。

副読本「洲崎遺跡を探る」が完成しました

教育委員会フェイス 
ブックをご覧ください。 
www.facebook.com/ikawamatikyoui/

　町教育委員会では、井川町の大きな文化遺産である洲崎遺跡を子どもたちが改めて学び、たくさんの疑問を
解決する手引きとなる「井川みらい学副読本　洲崎遺跡を探る」を制作し、この度完成しました。 
　町の歴史の集大成である「井川町史」をベースにしたこの副読本を、子どもたちだけでなく、町民の皆さん
にも手に取っていただき、洲崎遺跡の魅力を通して郷土への誇りを高めていただければ幸いです。

洲崎が栄えた頃の、井川町の坂本城など城館の様子や、
戦乱の舞台となったと言い伝えられている場所なども紹
介しています。

遺跡にとどまらず興味や関心が広がるよう、八郎潟
の伝説や作品も紹介しています。巨人伝説や八郎太
郎伝説を学ぶ手がかりにと、井内、赤沢の「オオフ
トの足跡」の言い伝えのほか、斎藤隆介の「八郎」
なども掲載しました。

　秋田県埋蔵文化財センターの協力で、25年前、発掘
された当時の洲崎遺跡のカラー写真を多数掲載しまし
た。


